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馬鈴薯疫病病斑申の活性鉄に就いて

山本昌木⑧．達山和紀 （植物病学研究室）

M1asak1YAMAMOTO　and．Ka（1zmor1TATSUYAMA

On　tlhe　ActiYe　Iron，Inc1ud－ed　i早the　Diseased．Spots　of　Potato　Latg二Bhgb仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
病斑の褐変と鉄との関係は土居⑧鈴木も認めて居り　　鉄では一定の傾向を掘む事が出未なかつたので活性状態

　　　（3）　一（1）　　　（7）
lL0DD岬，CAsT肌I，Ro囲RTもτ・・ωlop・1リω1・ゐ…1㎜α　の鉄の存在を考えた。この場合活性の鉄を如何にして検
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
のPigmentation’と鉄との関係を調査した。　　　　　　出するかが問題であるが，0serkowskyは梨の葉の葉緑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8～
馬鈴薯疫病病斑中に鉄の増加する事は既に山本が組織　　素含有量と鉄との相関関係を見出す為に種々の溶媒を用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
化学的観察で認めたところであるが，山本⑤達山は輝線　　いて鉄を抽出し，n－Hc1で溶出した鉄のみが葉緑素含量

スペクトルによる分光分析，ロタン鉄による比色定量に　　と関係ある事を知り，皿一Hc1可溶の鉄を活性鉄と呼・ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
よつて毛この傾向を確める事が出来た。　　　　　　　　　だ。山本の観察でCata1ase，Peroxydase等鉄の活性と

然るに罹痛性，低抗性両品種問の鉄の増加の割合は全．　関連性のある酵素の強さが病斑部附近で強められる事が

　　　　　　　　　　　　矛1図　　生育時期を異にする馬鈴薯葉申の牟鉄並に涛性鉄
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矛2図 竿育時期を異にする馬鈴薯薬中の汚障鉄と全鉄の比
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認められている、ので，直接之と関係づげられないにして

も何等かの手がかりを得る目的で2，3の実験を開始し

た。

　　　　　　〔實駿材料珂こ實験方法〕

　1953年3月24目本学農場内に馬鈴薯塊茎を畦巾2尺5

寸株問1尺で植付け反当500貫の堆肥を施した。疫病に

低抗性晶種としてケネベヅク，金時薯，罹病性晶種としユ

ては男爵薯，アーリーローズを供試した。Sa㎜p1ingは

5月4目，19日，30日，6月／0日，／9日，29日の各々午

後二時に行つたが，上葉としては上から矛5葉位のもの

を下葉は地際より矛3葉位のものを選んだ、80．Cで乾

燥し清浄な乳鉢で粉末とした。

　全鉄の定量には検体をPiper法で分解し島津プノレフリ

ヅヒ光度計（分光フイルターS53，液槽5m．㎜）でチオ

シアソ酸鉄の測定を行つた。又活性鉄は約49を秤量後

試験管にとり1n・Hc1で24時問振温抽出を行つたものに

つき同様にして比色定量を行？た。

　　　　　男　　爵
一一一一一一・・　　　ア‘リ’0■刀I

　　一　　含　　　時
一一一・・一　　ケネベツク

　　　　　　　　　　〔貿験結果〕

　　　矛1表に示す如くである。

　　　全鉄　　上下葉共に罹病性の男爵薯，アーリーローズ

　　は抵坑1生D倉時誓，’ケネベヅクよりも鉄含量は多かつ

た。上葉については時期的に一定の傾向を認める事が出

来なかつたが下葉については6月19目に何れの晶種に於

てもそのpeakが認められた。」

　活性鉄　　何れのものも生育時期が進むにつれて活性

鉄の増加を見た。．上葉では低抗性罹病性両晶種間の差が

判然としなかつたが，下葉では6月10目にPeakが認め

られ，又罹病性のものは低抗性のものよりも多い傾向が

あつた。

　活性鉄と全鉄との比　　上下葉共に低抗性の金時，ケ

ネベヅクは罹病性の男爵薯，アーリーローズよりも高い

此率を示し，又上葉の方が下葉よりもその比率が犬であ

つた。

　病斑中の鉄　　全鉄は鍾全部，中毒部，え死部へと男

爵薯，金時薯両晶種共に増加するが特に男爵薯に多い。
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活性鉄は男爵薯で増加をみたが，金時薯では中毒部でも　　薯の方が男爵薯より大であり，両者共健全部よりえ死部

え死部でも大差が無かつた。活性鉄と全鉄との比は金時　　へと低下した。

　　　　　　矛1表　　生育時期を異にする馬鈴薯葉並びに疫病病斑申の全鉄並びに瀞性鉄

採集期

5月4日

5月19目

5月30目

・6月19有1

6月29日

6月29日

検　　　体

男　爵　薯
アーリーローズ

金　時　薯
ケネベツク

男爵薯上　　〃　　下
アーリーローズ上
　　〃　　下

金時薯上　　〃　　下
ケネベソク　上
　　〃　　下

男爵薯上
　　〃　　下
アーリー口∵ズ上
　　〃　　下

金’時薯上
　　〃．　下
ケネベツク　上
　　〃　　下

男爵薯上
　　〃　　下
アーリーローズ上
　　〃　　下

金時薯上
　　〃　　下
ケネベヅク　上
　　〃　・　下

男爵薯上　　〃　　下
アーリ■一ローズ上

　　〃　　下

金時薯上一
　　〃　一　下

ケネベヅク　上
　　〃　　下

男爵薯健　　　　中
　　　　死
金時薯健
　　　　申
　　　　死

　全
ミクログラム

鉄

乾量中％
　活
、クログラム

性　鉄

乾量19
640
700

6q0

一820
620

540
890

470
590

420
470

490
620

1060
900

440
560

460
510

510
1010

820
1100

520
720

440
730

560
900

560
1020

380
660

780

328
766
1703

219
188
844

0．0064

0．0070

0．0060

0．0082

0．0062

0．0054

0．0089

0．0047

0．0059

0．0042

0．0047

0．0049

0．0062

0．0106

0．0090

0．0044

0．0056

0．0046

0．0051

0．0051

0．0108

0．0082

0．0110

0．0052

0．0072

0．0044

0．0073

0．0056

0．0090

0．0056

0．0102

0．0038

0．0066

0．0078

0．0033

0．0077

0．0170

0．0022

0．0069

0．0084

乾量19
174
246
1ア4

216

228
264

216
228

210
216

222
234

222
276

246
312

204
222

234
222

228
306

234
330

246
’264

270
312

234
324

270
336

282
252

3／2

105
15ア

203．

113
150
150

乾量中％

0．0017

0．0025

0．0017

0．0022

0．0023

0．0026

0．b022

0．0023

0．0021

0．0022

0．0022

0．0023

0．0022

0．0028

0．0025

0．0031

0．0031

0．0020

0．0023

0．0022

0．0023

0．0031

0．0023

0．0033

0．0025

0．0026

0．0027

0．0031

0．0025

，0．0032

0．0027

0．0034

0．0028

0．0025

Q．0031

0．0011

0．0016

0．0020

0．0011

0．0015

0．00／5

活性鉄

全鉄
0，27
0，35

0．36

0，28
0，43

0，40
0，26

0，45
0，37

0，53
0，50

0，46
0，45

0，23
0，35

0，46
0，40

0，50
0．44

0，45
0．28．

0，29
0，30

0，47
0，37
0，6／

0．43

0，42
0，36

0，48
0，32

0，74
0，38

0．40

0，32
0，20
0，15

0，51
0，22
0．／8

草　　丈
．（C㎜）

3．8

3．8

5．0

4．0

10，7

10，7

12，1

13．3

18，0

32，0

25，0

25．0

33，0

39．0・

47，0

43．0

44，0

43，0

48，0

54．0

44，0

48．0

開花期

××

××

××

××

　註　6月29日採集ケネベソク上葉は事故により定量出未なかつた。
　　　健，中，死は夫々健全部，中毒部，え死部を示す。

　　　　　　〔考　　　　察〕　　　　　　　　の増加を認めている。
　　　　（ξ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

○棚Kl）ws蛆は葉緑素含量と曽性鉄量とは比例的関係　　　さぎに山本は組織化学的観祭から病斑申に鉄の増加す

にあると述ぺて居り・岡島⑧木村は水稲，大麦を用い実　　る事を認め，分光分析及びロダソ鉄の比色定量によつて

験を行い，鉄施用量の増加と共にCata1ase，Peroxydase　　も之を裏書ぎした。今度の実験では活性鉄の古める割合
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SUMMARY 
Potato tubers (as susceptible varieties, o 

Danshaku-imo and Early Rose, as resi-

stant varieties Kintoki-imo and Kennebec were 

used) were planted on march 24, 1955 in the Uni-

versity Farm of shimane J~+gr. College_ 

Active iron was analysed on the filtrate extrac-

ted for 24 hrs. by nHCI. Suscepetible varieties 

have much .more total iron content than the resis-

tant varietie-s. 

In the lower leaves, the peak of total and active 

iron was observed on June IC and this peak was 

coincided with the floweLring period of the potato 

plant. Every potato variety increased in its active 

iron content with the laps of its~ growing stage. 
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The Proprtion of active iron to total iron dec-

reased in the necrotic parts! The proportion of 

active iron to total iron decreased in the diseased' 

part, in both varieties, Danshaku-imo and k.in{oki-

imo. 

OsBRlcowsK-jr proved active irol:~ soluble in nHCl, 

has intimate relationship to the chlorophyll cont-

ent. McGE,)RGF_ urged the significance of the Pro-

portion of active iron to total one. As to the 

enzyme activity, connected with Fe active molecule 

such as catalase and peroxydase, f*uture studies 

are now expected. 


